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■
東
海
地
震
の
発
生
確
率
は
87
％

　

今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
地
震
の
確

率
は
、
東
海
地
震
87
％
、
東
南
海
地
震
60

％
、
南
海
地
震
50
％
と
い
ず
れ
も
高
く
、

特
に
東
海
地
震
は
、
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
対
策
》

　

地
震
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
避
難
場
所
の
確
認
や
家
族
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
な
ど
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
を
地
震
に
備
え
る
準
備
期

間
だ
と
考
え
、
少
し
ず
つ
で
も
で
き
る
こ

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
、そ
し
て
９
月
は
防
災
月
間
で
す
。１
９
２
３
年

９
月
１
日
は
防
災
の
日
、そ
し
て
９
月
は
防
災
月
間
で
す
。１
９
２
３
年

（
大
正

（
大
正
1212
年
）９
月
１
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
し
、防
災
意
識

年
）９
月
１
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
し
、防
災
意
識

を
高
め
よ
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

を
高
め
よ
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、近
年
発
生
し
た
大
地
震
の
被
災
状
況
な
ど
を
数
字
で
見
な
が
ら
、

　

今
回
は
、近
年
発
生
し
た
大
地
震
の
被
災
状
況
な
ど
を
数
字
で
見
な
が
ら
、

地
震
へ
の
対
応
を
紹
介
し
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
、災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

地
震
へ
の
対
応
を
紹
介
し
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
、災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
、家
族
や
地
域
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

て
、家
族
や
地
域
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室

▼
防
災
対
策
室
55
2323
局
３
５
４
８

局
３
５
４
８

平平
午午

棟棟

［マグニチュ ド］7.3［マグニチュ ド］7.3

能
平
午

チュー

棟

ド］6.9

新新
平平
午午
［［
［［
［［
［［
［［

9棟

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
大
地
震

【消防庁発表資料（確定報）】

【消防庁発表資料（第73報）】

【消防庁発表資料（第46報）】

【消防庁発表資料（第40報）】
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地
震
災
害
に
備
え
て

地
震
災
害
に
備
え
て

９
月
は
防
災
月
間

防
災
特
集



■
死
因
の
９
割
は
圧
死

　

６
０
０
０
人
を
超
え
る
犠
牲
者
の
死
因

の
約
９
割
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
類
の

転
倒
に
よ
る
圧
迫
・
窒
息
死
で
、
約
１
割

は
火
災
に
よ
る
焼
死
で
す
。

　

倒
壊
・
半
壊
し
た
家
屋
の
70
％
は
、
昭

和
56
年
５
月
以
前
の
建
築
基
準
の
も
の

で
、
昭
和
57
年
以
降
に
建
築
さ
れ
た
建
物

の
被
害
は
、
約
30
％
で
し
た
。

《
対
策
》

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、
家
具
類

の
転
倒
だ
け
で
な
く
家
屋
の
倒
壊
も
防
ぐ

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

家
具
を
金
具
な
ど
で
固
定
し
た
り
、
家

具
の
配
置
を
考
え
た
り
し
て
、
安
全
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
割

れ
た
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
て
け
が
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
用

フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

田
原
市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
築
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
を

し
た
結
果
、
総
合
判
定
が
１
・
０
未
満
と

な
っ
た
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
改
修
計
画

策
定
費
や
耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
建
築
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
築
課
5
23
局
３
５
２
６

■
98
％
は
自
力
か
家
族
や
隣
人
の
救
助

　

地
震
で
生
き
埋
め
に
な
っ
た
り
、
建

物
や
家
具
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し
た
方

の
う
ち
、
自
力
で
脱
出
し
た
の
は
34
・
９

％
、
家
族
に
救
助
さ
れ
た
の
は
31
・
９
％
、

友
人
・
隣
人
に
救
助
さ
れ
た
の
は
28
・
１

％
、
通
行
人
に
救
助
さ
れ
た
の
は
２
・
６

％
で
、
救
助
隊
に
助
け
ら
れ
た
の
は
、
わ

ず
か
１
・
７
％
で
し
た
。

《
対
策
》

　

救
助
者
の
数
や
交
通
の
障
害
な
ど
に
よ

り
、
消
防
や
警
察
な
ど
の
救
助
機
関
の
救

援
が
す
べ
て
に
対
応
す
る
の
は
難
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
災
害
時
は
、
隣
近
所
の

方
な
ど
で
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
近
所
付
き
合
い
や
、
自
主

防
災
会
で
の
活
動
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
は
１
週
間
〜
２
か
月

　

電
気
は
ほ
ぼ
１
週
間
、
電
話
は
２
週
間

で
復
旧
し
ま
し
た
が
、
上
水
道
と
ガ
ス
は

復
旧
に
約
２
か
月
か
か
り
ま
し
た
。

《
対
策
》

　

地
震
が
起
き
た
直
後
は
、
救
援
活
動
が

受
け
ら
れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
３
日
間
か
か

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
品
は
、

で
き
れ
ば
７
日
分
（
最
低
で
も
３
日
分
）

程
度
、
飲
料
水
は
一
人
に
つ
き
１
日
３
ℓ

（
最
低
３
日
分
）
を
各
家
庭
で
蓄
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

■■緊急地震速報とは？緊急地震速報とは？
　日本の気象庁が、10月1日から国内一般向けに速報　日本の気象庁が、10月1日から国内一般向けに速報
する予定の地震情報です。このシステムは、地震の発する予定の地震情報です。このシステムは、地震の発
生直後に震源近くで地震をキャッチし、その地震の位生直後に震源近くで地震をキャッチし、その地震の位
置や規模、想定される揺れの強さを自動計算します。置や規模、想定される揺れの強さを自動計算します。
そして、地震による強い揺れが始まる数秒～数十秒前そして、地震による強い揺れが始まる数秒～数十秒前
に、地震情報を素早くおしらせするというものです。に、地震情報を素早くおしらせするというものです。

■■仕組み仕組み
　地震の揺れは、震源から波紋のように波（地震波）と　地震の揺れは、震源から波紋のように波（地震波）と
して伝わっていきます。この地震波は、主にＰ波（初期して伝わっていきます。この地震波は、主にＰ波（初期
微動）とＳ波（主要動）の２種類あります。最初にＰ波微動）とＳ波（主要動）の２種類あります。最初にＰ波
が伝わり、次に強い揺れのＳ波が伝わります。この伝が伝わり、次に強い揺れのＳ波が伝わります。この伝
搬速度差を利用して、震源に近い地点におけるＰ波の搬速度差を利用して、震源に近い地点におけるＰ波の
観測に基づいて、後から来るＳ波を予測し、震源から観測に基づいて、後から来るＳ波を予測し、震源から
ある程度以上離れた地点に対して、その到達前に地震ある程度以上離れた地点に対して、その到達前に地震
速報を発表することができるのです。速報を発表することができるのです。
〈地震波が伝わる速さ〉〈地震波が伝わる速さ〉
Ｐ波…秒速約７㎞Ｐ波…秒速約７㎞
Ｓ波…秒速約４㎞Ｓ波…秒速約４㎞
※震源に近い場所では、緊急地震速報が間に合わない※震源に近い場所では、緊急地震速報が間に合わない
ことがあります。ことがあります。

■■どうやって知るの？どうやって知るの？
　震度５弱以上の揺れが推定される場合に、テレビやラジオを通じ　震度５弱以上の揺れが推定される場合に、テレビやラジオを通じ
て情報が提供される予定です。て情報が提供される予定です。

■■適切な行動を適切な行動を
　緊急地震速報を見たり聞いたりしたときは、あわてずに、まず身　緊急地震速報を見たり聞いたりしたときは、あわてずに、まず身
の安全を確保しましょう。強い揺れが来るまでの時間は短いので、の安全を確保しましょう。強い揺れが来るまでの時間は短いので、
欲張ってはいけません。料理をしているときや寝ているときなどを欲張ってはいけません。料理をしているときや寝ているときなどを
思い浮かべ、行動パターンを事前に確認しておくことが大切です。思い浮かべ、行動パターンを事前に確認しておくことが大切です。

来る前に知る来る前に知る『緊急地震速報」『緊急地震速報」
～10月１日スタート～～10月１日スタート～

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
…

危険回避！

「緊急地震速報」
強い揺れが来ます！
（揺れの予告）
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■田原祭り案内図

9月15日［土］
からくり山車
11:00～13:00ごろ
新町・萱町・本町を巡回

山車３台の競演
12:00～／田原まつり会館
夜山車５台の競演
20:30～／はなとき通り

9月16日［日］
からくり山車
11:00～13:00ごろ
新町・萱町・本町を巡回

山車３台の競演
12:00～／セントファーレ前
13:00～／神明社前
手筒・大筒花火

17:30～／はなのき広場
打ち上げ花火
20:00～

  田原市観光協会（商工観光課内）
  23局3516

　 http://taharakankou.gr.jp

※雨天の場合は翌日に順延

〜

〜

車両通行止

ゴミは必ず
持ち帰りましょう
ゴミは必ず

持ち帰りましょう

16

16

豊鉄の移動バス停

平成19年9月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │



田原祭りによるバス路線の変更について

〜

〜

田
原
祭
り
は
、
八は

ち

幡ま
ん

社し
ゃ

・
神し

ん

明め
い

社し
ゃ

・

巴は

江こ
う

神じ
ん

社じ
ゃ

の
氏
子
の
祭
り
で
、
八

幡
社
は
新
町
、
神
明
社
は
本
町
・
萱
町
・

衣
笠
、
巴
江
神
社
は
巴
江
が
そ
れ
ぞ
れ
お

祭
り
を
し
て
い
ま
す
。
八
幡
社
の
大
祭
は

14
日
が
宵
祭
り
で
15
日
が
本
祭
、
神
明
社

と
巴
江
神
社
は
15
日
が
宵
祭
り
で
16
日
が

本
祭
で
す
。

祭
り
は
、
昼
間
に
か
ら
く
り
人
形
を

乗
せ
た
３
台
の
山だ

車し

や
各
町
の
神み

輿こ
し

が
街
中
を
練
り
歩
き
、
夜
は
着
飾
っ
た

子
ど
も
た
ち
や
青
年
が
夜よ

山や

車ま

の
上
で
手

踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
る
16
日
夕
方
に
な
る
と
、
は
な

の
き
広
場
で
手
筒
・
大
筒
花
火
が
、
そ
し

て
午
後
８
時
か
ら
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

飾
る
打
ち
上
げ
花
火
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

主
役
と
な
る
豪
華
な
屋
台
仕
立
て
の

昼ひ
る

山や

車ま

は
、萱
町
・
本
町
・
新
町
が

１
台
ず
つ
保
有
し
て
い
ま
す
。田
原
の
山

車
は
、宝
暦
７
年（
１
７
５
７
年
）８
月
に

当
時
の
本
町
・
上
が
り
町
・
横
町
・
中
町
が

申
し
合
わ
せ
、合
同
で
田
原
藩
の
浅あ

さ

黄ぎ

無む

紋も
ん

の
横
幕
・
天
幕
を
借
用
し
、車
を
仕
立

て
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。山
車
か
ら
く
り
は「
二に

層そ
う

唐か
ら

破は

風ふ
う

屋や

形か
た

四
輪
」の
名
古
屋
型
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。ま
た
、３
台
の
山
車
は
昭
和
63
年

（
１
９
８
８
年
）、田
原
市
の
有
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
萱
町
山
車（
名
称
＝
総
代
車
）

■
本
町
山
車（
名
称
＝
神じ

ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

車
）

■
新
町
山
車（
名
称
＝
應お

う

神じ
ん

天
皇
車
）

　田原祭り開催に伴い、ぐるりんバス・豊鉄バス
の運行経路が変更となります。ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

ぐるりんバスに関する問い合わせ

▼総務課 5２３局３５０４　 ２３局０１８０
豊鉄バスに関する問い合わせ

▼豊橋鉄道㈱福江管理所 5３３局０２１１

※ぐるりんバス・豊鉄バスとも
16日（日）が雨天の場合、17日
（祝）が路線変更となります。

日時 休止するバス停 移動するバス停
9月 15日（土）
午前８時～終車

田原萱町 市役所前
（6ページの案内図参照）９月16日（日）

午前９時～午後６時

■豊鉄バスの路線変更

日時 変更後のバス路線

9月 15日（土）
終日

童浦線 田原駅⇔福祉センター

西部線 藤七原⇔新清谷⇔田原駅⇔中部
市民館

中央線 新清谷⇔田原駅⇔福祉センター
表浜線
高松線
大久保線

福祉センター⇔田原駅

9月16日（日）
午後6時まで

童浦線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅⇔福
祉センター

西部線 藤七原⇔新清谷⇔田原駅⇔漆田

中央線 新清谷⇔田原駅⇔福祉センター
晩田⇔総合体育館⇔田原駅

表浜線
高松線
大久保線

福祉センター⇔田原駅…休止…

9月16日（日）
午後6時以降

童浦線 晩田⇔田原駅⇔セントファーレ
西部線 セントファーレ⇔田原駅⇔漆田
中央線 晩田⇔博物館⇔田原駅
西浦循環線 晩田⇔田原駅
表浜線
高松線 セントファーレ⇔田原駅…休止…

■ぐるりんバスの路線変更
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ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。そ
れ
ら
を
反
映
さ
せ
た
計
画

案
は
、策
定
委
員
会
に
よ
っ
て
議

論
し
た
後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
の
意
見
募
集
を
考
え
て
い
ま

す
。

■
策
定
経
過
を
公
開

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
都

市
計
画
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、「
策
定
委
員
会
」の
会
議

録
を
中
心
に
、計
画
の
策
定
経
過

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp

　
﹇
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
﹈

　
　
　

←

　
﹇
田
原
市
案
内
﹈

　
　
　

←

　
﹇
各
種
計
画
﹈

▼
街
づ
く
り
推
進
課

5
23
局
３
５
２
３

平
成
18
年
12
月
に
策
定
し
た

『
田
原
市
総
合
計
画
』の
実

現
に
向
け
、そ
の
中
の
都
市
計
画

に
お
け
る
総
合
的
な
指
針
と
し
て

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の

策
定
を
平
成
19
・
20
年
度
の
２
か

年
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、『
田
原
市
総
合
計

画
』な
ど
を
踏
ま
え
て
、都
市
の
将

来
や
土
地
利
用
の
基
本
方
針
、都

市
施
設（
道
路
、公
園
、下
水
道
な

ど
）の
配
置
方
針
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、総
合
計

画
策
定
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・

も
の
や
弱
い
も
の
は
割
れ
て
し
ま
う

の
で
、拾
う
段
階
で
す
で
に
、丈
夫
な
貝

輪
素
材
と
し
て
選
別
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。実
に
合
理
的
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
、貝
輪
素
材
を
入
手
で

き
る
場
所
が
近
く
に
あ
り
、縄
文
時

代
に
貝
輪
が
作
ら
れ
た
遺
跡
は
、千

葉
県
銚
子
市
余よ

山や
ま

貝
塚
と
、秋
田
県

能
代
市
柏か

し
こ
ど
こ
ろ

子
所
貝
塚
が
有
名
で
し

た
。し
か
し
、最
近
の
発
掘
成
果
で
、

吉
胡
貝
塚
を
は
じ
め
と
し
た
渥
美
半

島
は
、千
葉
県
、秋
田
県
に
並
ぶ
縄
文

時
代
終
わ
り
ご
ろ
の
、日
本
最
大
級

の
貝
輪
生
産
地
域
だ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

▼
文
化
財
課（
崋
山
会
館
内
）

5
23
局
３
５
３
１

田
原
市
の
現
在
の
産
業
と
言
え

ば「
農
業
」、そ
し
て
自
動
車

の
製
造
に
代
表
さ
れ
る「
工
業
」で

す
。し
か
し
、平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
て
は〝
渥
美
焼
〞が
全
国
ブ

ラ
ン
ド
で
し
た
。時
代
時
代
に
日
本

を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
を
提
供
し
て

き
た
渥
美
半
島
。実
は
、そ
の
先
駆
け

が
縄
文
時
代
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

縄
文
時
代
、吉
胡
の
人
た
ち
は
、

約
５
km
離
れ
た
太
平
洋
岸
ま
で
出
向

き
、死
ん
で
打
ち
あ
が
っ
た「
ベ
ン
ケ

イ
ガ
イ
」「
サ
ト
ウ
ガ
イ
」の
貝
殻
を

採
取
し
、加
工
し
て
交
易
品
と
し
て

流
通
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。こ
れ
ら

の
貝
は
大
き
く
丈
夫
で
、色
・
形
が
美

し
く
、貝
輪
素
材
と
し
て
最
適
で
す
。

ま
た
、拾
う
こ
と
の
で
き
る
場
所
が

全
国
的
に
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

貝
の
死
後
、海
で
揉
ま
れ
た
貝
殻
は
、

破
損
し
や
す
い
個
所
が
無
く
な
り
、丈

夫
な
部
分
だ
け
残
り
ま
す
。傷
が
あ
る

1
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

こ
ん
な
に
す
ご
い
!!
「
吉
胡
貝
塚
」
③

■
田
原
ブ
ラ
ン
ド
の
先
駆
け

　

貝
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

▼

吉胡貝塚から見つかった貝の腕輪
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会
・
市
・
防
災
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
、市
と
堀
切
地
区
が
行
う

べ
き
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
堀
切
市
民
館
に
集
合

し
、各
種
体
験
訓
練（
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ

る
救
急
救
命
法
・
煙
体
験
・
は
し
ご

車
乗
車
・
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯

水
槽
操
作
）を
実
施
し
、津
波
に
限

ら
ず
、い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
大
地
震
な
ど
に
対
す
る
防
災
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

▼
防
災
対
策
室
5
23
局
３
５
４
８

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、津

波
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ

れ
る
堀
切
地
区
で
８
月
５
日
、津

波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、東
海
地
震
、東
南
海
地

震
が
連
動
し
て
発
生
し
、大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で

行
い
、参
加
し
た
住
民
約
３
４
０

名
が
、避
難
経
路
を
確
認
し
な
が

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
一
次
避
難
場
所

に
避
難
し
ま
し
た
。情
報
伝
達
や

誘
導
な
ど
、地
域
住
民
・
自
主
防
災

せ
、観
衆
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
田
原
市
か
ら
３
名

の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
３
選
手
と
も
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ

ウ
ン
ド
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、世
界
に
挑
む
地
元
選
手
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

【
田
原
市
出
身
の
出
場
選
手
】

・
増
山
裕
亮
（
田
原
町
）
ア
マ
チ
ュ
ア

・
杉
原
康
幸
（
赤
羽
根
町
）
プ
ロ

・
鈴
木
勝
大
（
赤
羽
根
町
）
プ
ロ

▼
商
工
観
光
課
5
23
局
３
５
１
６

赤
羽
根
大
石
海
岸（
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
）な
ど
を
舞
台
に
、７
月
31

日
〜
８
月
５
日
の
６
日
間
、サ
ー
フ

ィ
ン
世
界
大
会「
２
０
０
７ 

Ａ
・
Ｓ
・

Ｐ 

Ｗ
Ｑ
Ｓ 

６
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ

Ｙ
Ａ 

Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｇ 

Ｐ
Ｒ

Ｏ 

Ｔ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
」が
開
催
さ
れ
、延

べ
４
万
人
を
超
え
る
観
衆
が
訪
れ
ま

し
た
。海
外
の
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
を
中

心
に
14
か
国
１
９
２
名
が
参
加
し
た

こ
の
大
会
。台
風
の
影
響
で
波
の
状
況

が
悪
い
中
で
も
、選
手
た
ち
は
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見

2
堀
切
地
区
で

津
波
避
難
訓
練
を
開
催

〜
サ
ー
フ
ィ
ン
世
界
大
会
〜

▼

一次避難場所から堀切市民館に集まる皆さん

▼

貯水槽から飲料用水をくみ上げています

波
を
つ
か
ま
え 

観
衆
を
魅
了

▼

優勝したゲイブ・クリング選手（アメリカ）

▼

大会前に市長を訪れた３選手
写真左から鈴木さん、市長、増山さん、杉原さん
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「将来、身体の不自由な人のための発明を…」とい
う思いを作文につづり、内閣府イノベーション25
特命室主催イノベーションでかなえる２０２５年
の夢に応募した大草小学校６年・冨田将希くんが
このほど、イノベーション担当大臣賞を受賞しま
した。報告に市役所を訪れた冨田くんは、作文の内
容や内閣府庁舎にて行われた表彰式の様子などを
市長に伝えるとともに、「夢の実現に向けがんばり
たい！」と、今後の抱負を語ってくれました。

９月23日に開幕するＦリーグ（日本フットサルリ
ーグ）参戦チームの中で、唯一のプロチーム名古屋
オーシャンズを田原市総合体育館に迎え、フット
サル教室を開催しました。参加したのは、小学生か
ら一般までの約60名。トラップ・リフティングなど
の基本技術や、試合形式の練習で実践的な技術を
熱心に学びました。また、午後からは同チームと浜
松エマーソンＦＣが模範試合を行い、迫力ある戦
いを見せてくれました。

第56回全国農業コンクール全国大会がライフポ
ートとよはしで開催され、皿井植物園代表取締役・
皿井喜清さん（村松町）が名誉賞（農林水産大臣賞）
を受賞しました。この大会は、農業経営面で高い収
益性を上げる農業者として全国から選ばれた20名
が、その実績を発表するもの。皿井さんは１００品
種を超す観葉植物と球根鉢物を年間３５０万鉢出
荷していることや、独自に工夫した生産ラインを
採用している事例を発表し、賞を射止めました。

■プロチームの監督・選手からの指導を熱心に聞く子どもたち ■発想豊かな冨田くんの将来に、市長の期待も膨らみます

7 8

プロの技　自分のものに土

木 鉢物栽培で　新しい農の時代を開く

日本に認められた　若き発明家の夢金

■「受賞を励みに今後も頑張っていきたい」と話す皿井さん
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あつまれ!!得するサマーフェア２００７を田原文
化会館一帯で開催しました。太陽光や風力などの
新エネルギーに親しむ「エコエネフェスタ」をはじ
め、「子ども工作教室」「設楽町の物産展」など、各会
場たくさんの親子連れでにぎわいました。また、写
真家・遠藤秀一氏を迎えた講演会では、南の島「ツ
バル」の自然や地球温暖化による海面上昇の深刻
な被害状況の内容に、来場者は自然環境を守るこ
との大切さについて理解を深めました。

夏休み真っただ中の小学生たちが、「自然・冒険・友
達づくり」をテーマに、１泊２日のわくわくキャン
プを行いました。江比間野外活動センターに集ま
った小学生たちは、飯

はん

盒
ごう

を使った慣れない食事作
りなどを協力して行うことにより、互いのきずな
を深め合いました。また、キャンプファイヤーを囲
んで楽しかった１日をみんなで振り返ったり、テ
ントの中で友達と一晩を共にしたりするなど、キ
ャンプのだいご味も存分に味わいました。

漁業の盛んな白谷町で、江戸時代末期から続くと
いわれる伝統の龍宮まつりが行われました。浦島
太郎にふんした子どもが亀に乗って沖へ向かい、
海の安全と豊漁を祈ったり、地元の子どもたちが
浦島太郎伝説の寸劇を演じたりするユニークなこ
のまつりには、地元の人のみならず、毎年多くのフ
ァンが訪れます。今年も浦島太郎をはじめとする
白谷町の人たちは、多くのギャラリーに見守られ
ながら、海の神様に祈りをささげていました。

市内の小学生らに、三河港の貿易・製造・港湾活動
や、海の環境・生態への関心を持ってもらうため、
三河港子どもクルーズ２００７を開催しました。
遊覧船に乗り、三河港内での約３時間を過ごした
子どもたち。臨海工業地帯や風力発電所などを海
上から見学したほか、水質調査を自分たちで行っ
たり、スナメリを観察したりするなど、ふだんでき
ない貴重な体験により、三河港や田原市への興味
をよりいっそう深めました。

■どんぐりなどの木の実や間伐材を使った工作教室

■キャンプファイヤーを囲むと、みんなの気分も最高潮に！

日 親しもう！　環境問題や省エネに　

■地元の人たちの願いを背負い、浦島太郎はさっそうと沖へ

火
月 満喫！　“わくわく”だらけの２日間

■海上から望む田原市やスナメリに会える三河港に興味津々！

月“ちびっこ研究家”　船上に集う！

水 安全、豊漁…　沖で願いを
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▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
パ
ソ

コ
ン
が
で
き
る
64
歳
ま
で
の
方
（
土
・
日

曜
日
に
勤
務
可
能
な
方
）　

▼
勤
務
内
容

＝
夜
間
管
理
業
務　

▼
勤
務
場
所
＝
赤
羽

根
文
化
会
館
、
赤
羽
根
文
化
広
場　

▼
採

用
期
間
＝
10
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31

日　

▼
勤
務
時
間
＝
午
後
５
時
15
分
〜
10

時
15
分　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円

▼
申
し
込
み
＝
９
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
、
田
原
・
赤
羽
根
文
化
会
館

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

農
園
・
植
物
な
ど
の
管
理

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
お

お
む
ね
65
歳
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日
に
勤

務
可
能
な
方　

▼
採

用
期
間
＝
10
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31

日　

▼
賃
金
＝
時
給

９
３
０
円

動
物
の
管
理

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
お
お

む
ね
60
歳
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日
に
勤

務
可
能
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
10
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日　

▼
賃
金
＝
時
給

９
３
０
円

事
務
お
よ
び
体
験
工
房
補
助

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
お
お

む
ね
50
歳
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日
に
勤

務
可
能
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
10
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日　

▼
賃
金
＝
時
給

７
９
０
円

＜

各
業
務
共
通＞

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
／
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
開
園
時

間
内

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
20
歳
か

ら
お
お
む
ね
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
、

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
方
／
①
パ
ソ
コ

ン
の
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
が
扱
え
る 

②

歴
史
・
文
化
に
関
心
が
あ
る 

③
土
・
日

曜
日
を
含
め
、
週
３
日
程
度
勤
務
可
能　

▼
採
用
期
間
＝
10
月
25
日
〜
平
成
20
年
３

月
31
日
／
資
料
館
休
館
日（
毎
週
月
曜
日
）

を
除
く　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分　

▼
勤
務
場
所
＝
吉
胡

貝
塚
史
跡
公
園　

▼
勤
務
内
容
＝
受
付
事

務
、
案
内
業
務
、
施
設
管
理
業
務
、
講
座

等
の
補
助　

▼
賃
金
＝
時
給
７
９
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
９
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

文
化
財
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

／
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
文
化
財
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
昭
和
17

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
健
康
な
方

で
、
次
の
①
〜
②
に
該
当
す
る
方
／
①
普

通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
②
土
木

作
業
の
経
験
が
あ
る　

▼
採
用
期
間
＝
10

月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日　

▼
勤
務

場
所
＝
市
役
所
渥
美
支
所
維
持
管
理
課　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
９
月
18
日
（
火
）
ま
で
に

維
持
管
理
課（
市
役
所
お
よ
び
渥
美
支
所
）

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
そ
の

他
＝
詳
し
く
は
維
持
管
理
課
に
あ
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
７
４
０
５　

23
局
０
１
８
０

▼
維
持
管
理
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
８　

32
局
２
５
０
６

田
原
市
臨
時
職
員

（
社
会
教
育
施
設
管
理
人
）

田
原
市
嘱
託
員

（
道
路
維
持
作
業
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
芦
ヶ
池
農
業
公
園
）
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文
化
会
館
大
会
議
室　

▼
講
師
＝
ヴ
ァ
ネ

ッ
サ
・
シ
ェ
パ
ー
ド
先
生
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）　

▼
定
員
＝
25
名
程
度
（
先
着
順
）　

▼
受

講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
明
記
）　

▼
募
集
期
間
＝

９
月
10
日
（
月
）
〜
10
月
９
日
（
火
）

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－
３
４
２
１

田
原
町
巴
江
12

－

１
・
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　
syogaku@

city.tahara.aichi.jp
▼
対
象
＝
乳
幼
児
か
ら
小
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
／
子
育
て
グ
ル
ー

プ
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
家
庭
教
育
に
関

心
が
あ
る
方　

▼
日
時
＝
10
月
27
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
音
羽
町
文

化
ホ
ー
ル
（
音
羽
町
大
字
赤
坂
）　

▼
内
容

＝
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会
、
子
育
て

支
援
を
考
え
る
交
流
会
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ク
レ
マ
テ
ィ
ス
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

に
て　

▼
そ
の
他
＝
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
10
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
要
予
約

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
（
児

童
・
生
徒
・
学
生
は
除
く
）　

▼
講
師
＝

渥
美
パ
ソ
コ
ン
研
究
会
会
員　

▼
受
講
料

＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
コ

ー
ス
名
を
明
記
）
／
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１

田
原
町
巴
江
12

－

１
・
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

者　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員

＝
各
コ
ー
ス
20
名（
ア
ク
セ
ス
初
級
は
16

名
）／
先
着
順　

▼
受
講
料
＝
無
料（
テ
キ

ス
ト
代
は
実
費
負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
に
て（
休
館
日
＝
月
曜
日
／
祝
日
の
場
合

は
火
曜
日
）　

▼
そ
の
他
＝
同
時
に
一
人
２

コ
ー
ス（
受
講
中
含
む
）ま
で
申
し
込
み
可
。

▼
情
報
推
進
課
（
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
局
７
２
０
０

　

こ
と
ば
の
意
味
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
「
生
き
た
日
本
語
」
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

▼
日
時

＝
10
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
会
議
室

▼
講
師
＝
東
洋
大
学
文
学
部
・
坂
詰
力
治

教
授　

▼
テ
ー
マ
＝
今
ど
き
の
日
本
語
〜

こ
と
ば
の
意
味
変
化
〜　

▼
定
員
＝
50
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
３
日

（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
詳
細
は
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/s

ection/kyoiku/

▼
対
象
＝
中
学
２
年
生
〜
一
般
（
市
内
在

住
・
在
勤
者
）　

▼
日
時
＝
10
月
24
日
〜

11
月
28
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日（
全
６
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時　

▼
場
所
＝
渥
美

田
原
市
市
民
大
学

特
別
講
座 

受
講
者

コース 開催日 時間
初級 10/17（水）～10/19（金）・10/24（水）～10/26（金）  ９:30～ 11:30

アクセス初級 10/7（日）・10/14（日）・10/21（日）・10/28（日） 13:30～16:30

デジカメ写真入門① 9/16（日）・9/23（日）・9/30（日）
13:30～15:30

デジカメ写真入門② 11／7（水）～11/9（金）

名刺作成 9/23（日） ９:30～ 11:30

宛名ラベル作成 9/28（金） 13:30～15:30

家計簿作成① 9/30（日）
９:30～ 11:30

家計簿作成② 11/7（水）

■パソコン教室（情報センター）

生
涯
学
習
講
座

「
初
級
英
会
話
」 

受
講
者

子
ど
も
に
語
ろ
う
推
進
大
会

参
加
者

場所

渥美
文化会館

時間

19:30

～

22:00

開催日

11月13日（火）
～16日（金）

11月20日（火）
　　・21日（水）

11月22日（木）
・23日（祝）

11月27日（火）
・28日（水）

コース

初心者教室

エクセル

ワード

年賀状作成

※持ち運びのできるパソコン（ノートパソコンな
ど）をお持ちの方はご持参ください

■パソコン教室（生涯学習課）
パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

（
生
涯
学
習
課
）

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

（
情
報
セ
ン
タ
ー
）
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地
域
で
の
助
け
合
い
や
家
庭
で
の
暖
か

い
介
護
の
充
実
を
目
的
に
、
家
庭
に
お
け

る
介
護
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
介
護
・
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
講
座
名
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
１
講
座
ご
と
で
も
申
し
込
み

可
／
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
３
回
連
続

受
講
希
望
者
を
優
先

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
方
に
、
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
う
た
め

の
集
い
（
全
３
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
方　

▼
場
所
・
開
催
日
・
内
容
＝
表
の
と
お
り

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

●
ス
テ
ッ
プ
教
室

　

有
酸
素
運
動
で
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
成

人
病
予
防
、
体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
期
間
＝
10
月
２

日
〜
平
成
20
年
３
月
25
日　

▼
開
催
日
＝

毎
週
火
曜
日　

▼
時
間
＝
①
午
後
７
時
〜

７
時
45
分 

②
午
後
７
時
55
分
〜
８
時
40

分 

③
午
後
８
時
45
分
〜
９
時
30
分

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
定
員
＝
１
２
９
名
（
各
ク
ラ
ス
43
名
、

先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
９
月
18
日
午

前
９
時
か
ら
受
付
開
始
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）　

●
健
康
体
操
教
室

　

運
動
強
度
を
各
個
人
で
調
節
で
き
る
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
、

体
力
向
上
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
期
間
＝
10
月
３

日
〜
平
成
20
年
３
月
26
日　

▼
開
催
日
＝

毎
週
水
曜
日　

▼
時
間
・
内
容
＝
①
午
後

７
時
〜
７
時
35
分
／
は
じ
め
て
の
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス 
②
午
後
７
時
45
分
〜
８
時
30
分

／
マ
ッ
ト
サ
イ
エ
ン
ス（
ヨ
ガ
＆
ピ
ラ
テ

ィ
ス
） 

③
午
後
８
時
40
分
〜
９
時
40
分
／

し
っ
か
り
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

▼
場
所
＝
田

原
市
総
合
体
育
館
第
２
武
道
場　

▼
定
員

＝
各
ク
ラ
ス
80
名（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
９
月
19
日
午
前
９
時
か
ら
受
付

開
始
／
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

■
第
４
回

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
10
月
14

日（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
種

類
＝
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
申
し
込
み
＝

９
月
10
日（
月
）か
ら
９
月
19
日（
水
）ま
で

に
、
消
防
本
部
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署

に
あ
る
受
験
願
書
を
提
出

■
第
５
回

▼
対
象
＝
高
校
一
括（
高
校
ご
と
の
一
括

受
験
申
請
に
限
る
）　

▼
試
験
日
＝
11
月

４
日（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内

▼
種
類
＝
乙
種
第
４
類
・
丙
種　

▼
申
し

込
み
＝
10
月
１
日
（
月
）
か
ら
10
月
10
日

（
水
）ま
で
に
、消
防
本
部
ま
た
は
消
防
署
・

各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
を
提
出

※
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

介
護
者
の
集
い 

参
加
者

家
庭
介
護
の
た
め
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

受
講
者

回 日時 内容・講師

①
10月15日（月）
午後1時30分

～3時45分

『介護者の安全対策と健康管理』
日本福祉大学社会福祉総合研修センター
研修講師・鋤柄智子さん（看護師）

②
10月22日（月）
午後1時30分

～3時30分

『加齢にともなう尿失禁を予防す
るために』（実技）
日本福祉大学社会福祉総合研修センター
研修講師・板部美紀子さん（看護師）

③
10月29日（月）
午後1時30分

～3時45分

『認知症高齢者の理解と対応』
日本福祉大学社会福祉総合研修センター
研修講師・竹内加代さん（保健師）

■家庭介護のためのハートフルケアセミナー

場所 日時 内容

田原福寿園

10月25日（木） 交流会

11月29日（木） 市内見学

12月27日（木） フットケア

あつみ
ライフランド

10月24日（水） 交流会

11月28日（水） 市内見学

12月26日（水） フットケア

■介護者の集い

ス
テ
ッ
プ
教
室
・
健
康
体
操
教
室

参
加
者

危
険
物
取
扱
者
試
験
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
主
に
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
①
〜
②
は
10
月
３
日
（
水
）、
③

〜
④
は
11
月
30
日
（
金
）、
⑤
〜
⑥
は
平

成
20
年
２
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
住
所
・
氏
名
・

希
望
の
講
座
番
号
を
明
記
）
／
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選　

▼
そ
の
他
＝
⑤
の
み

託
児
を
実
施
／
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込

み
時
に
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１

田
原
町
巴
江
12

－

１
・
崋
山
会
館
２
階
）

23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

becky@
city.tahara.aichi.jp

　

突
然
の
心
肺
停
止
、
そ
れ
は
決
し
て

他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
、
１
日
に
約
１
０
０
人
も
の
方
が
突
然

の
心
肺
停
止
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
い

方
と
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
田
原
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
日
時
＝
10
月
21
日（
日
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根

分
署　

▼
定
員
＝
20
名（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
20
日

（
土
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性

別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

▼
田
原
市
消
防
本
部
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

初
級
講
座
（
全
１
回
）

　

田
原
市
の
環
境
や
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
専
門
的
な
知
識
を
有
し
た
人
材

を
育
成
す
る
講
座
で
す
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
11
月
11
日

（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時　

▼
場

所
＝
田
原
市
役
所
大
会
議
室
・
市
内
関
連

施
設
な
ど　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
（
全
２
回
）

　

初
級
講
座
を
修
了
し
た
方
が
、
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

▼
テ
ー
マ
＝
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど　

▼
対
象
＝
環
境
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
認
定
を
受
け
た
方
（
一
般
の
方
で
関
心

の
あ
る
方
は
、
聴
講
生
と
し
て
受
講
可
）

▼
日
時
＝
①
11
月
13
日（
火
） 

②
11
月
20

日（
火
）両
日
と
も
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
場
所
＝
田
原
市
役
所
大
会
議
室

＜

各
講
座
共
通＞

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
９
月

20
日（
木
）か
ら
10
月
31
日（
水
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp　

▼
対
象
＝
田
原
市

お
よ
び
豊
橋
市
在

住
者
（
子
ど
も
同

伴
不
可
）

▼
日
時
＝
10
月
１

日（
月
）正
午
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
ビ

ー
ル
亭（
田
原
市
赤
石
６

－

５
）　

▼
内
容

＝
地
産
地
消
ラ
ン
チ
／
こ
だ
わ
り
の
食
材

を
と
こ
と
ん
味
わ
う
ロ
ハ
ス
メ
ニ
ュ
ー　

▼
講
師
＝
㈱
こ
っ
こ
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役 

冨
田
弘
司
さ
ん　

▼
定
員
＝
20
名（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
／
結
果
は
９
月
26
日

ま
で
に
通
知
）　

▼
受
講
料
＝
２
５
０
０

円（
資
料
・
ラ
ン
チ
代
）　

▼
申
し
込
み
＝

９
月
18
日（
火
）ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
郵
送
の
場
合
は
必

着
）　

▼
そ
の
他
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
み
可

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w
w
.city.toyohashi.aichi.jp

/nousei

平
成
19
年
度
後
期

「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」 

受
講
者

内容 定員 開催日時 会場 講師

① 芋煮会 40組 10月17日（水）
10:00～11:30

江比間野外
活動センター 子育てサポーター

② 親子体操 40組 11月16日（金）
10:00～11:30

渥美文化会館
多目的ホール

豊川市子育てネットワー
カー　志村貴子さん

③ クリスマス会『ジャグリ
ングショー』ほか 70組 12月９日（日）

10:00～11:30
田原文化会館
多目的ホール

ジャグリングサークル
“球人”代表 中村和広さん

④ 人形劇鑑賞会『ぶたぶた
くんのおかいもの』ほか 50組 １月16日（水）

10:30～11:30
渥美文化会館
多目的ホール

人形劇団
「おんぶにだっこ」

⑤ 子育て講演会『臨床心理
士から見た子育て』 30人 ２月24日（日）

10:00～11:30
田原福祉センター
会議室

岡崎女子短期大学准教授
服部次郎先生

⑥ うたと楽器のゆかいなコ
ンサート 50組 ３月９日（日）

10:00～11:30
田原文化会館
多目的ホール

近並さつきさん
矢澤留美さん

■子育てセミナー（平成19年度後期）

普
通
救
命
講
習
会 

受
講
者

環
境
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座 

受
講
者

豊
橋
田
原
食
農
教
育
推
進
事
業

食
育
体
験
講
座
（
第
２
回
）
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平
成
20
年
田
原
市
成
人
式
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
11
月
下
旬
時
点
で
田

原
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

12
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
田
原
市
出
身
で
市
外
に
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
申
し
込
め
ば

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
12
月
14
日

（
金
）ま
で
に
電
話
に
て
、
生
涯
学
習
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

▼
日
時
＝
平

成
20
年
１
月
13
日（
日
）　

▼
場
所
＝
田
原

市
総
合
体
育
館

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
お
よ
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

▼
日
時
＝
10
月
６
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
女
性
会

館
研
修
室（
豊
橋
市
神
野
ふ
頭
町
・
ラ
イ
フ

ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　

▼
内
容
＝
セ
ミ

ナ
ー
「
が
ん
ば
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
た
め
の
行
政

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」、
東
三

河
５
市
の
市
民
活
動
団
体
と
の
交
流
会

▼
参
加
料
＝
１
０
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
総
務
課
へ
直
接
ま
た
は
電
話
に
て
／
当

日
、
受
付
に
て（
午
前
９
時
30
分
受
付
開

始
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は「
ど
す
ご
い

ネ
ッ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w
.genki365.com

/dosugoi/
　

http://genki365.net/gnkh02/i/

（
携
帯
版
）

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

日
没
時
刻

が
日
増
し
に

早
ま
る
こ
の

時
期
は
、
夕

暮
れ
時
か
ら

夜
間
に
か
け

て
の
交
通
事

故
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
車

に
乗
る
と
き

は
早
め
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
す
る
な
ど
し
て
、
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
目
標
】

・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

・
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
で
は
、
私
立
高
等
学
校
に
通
う

お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
授
業
料
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
＝
10
月
１
日
現
在
、
全
日
制
ま
た

は
定
時
制
の
私
立
高
等
学
校
に
通
い
、
各

学
校
の
特
待
生
ま
た
は
奨
学
生
と
し
て

授
業
料
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い
生
徒
の
保

護
者
（
授
業
料
負
担
者
）
で
、
田
原
市
在

住
の
方　

▼
補
助
の
額
＝
１
万
２
０
０
０

円
（
年
額
）　

▼
手
続
き
＝
申
請
書
、
在

学
証
明
書
、
保
護
者
名
義
の
口
座
が
確
認

で
き
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
し
て
10
月
１

日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）
の
間
に
各
高
等

学
校
ま
た
は
管
理
課
へ
提
出

▼
管
理
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
０　

22
局
３
８
１
１

　
「
敬
老
の
日
」が
平
成
15
年
か
ら
９
月

の
第
３
月
曜
日
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
長
年「
敬
老
の
日
」と
し
て
制
定
さ
れ

て
い
た
９
月
15
日
は
記
念
日
と
し
て
残
す

た
め
、「
老
人
の
日
」と
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
15
日
〜
21
日
は「
老
人
週
間
」と

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
田
原
市
で
は
、
９
月
12

日（
水
）に「
高
齢
者
慰
問
」を
行
う
ほ
か
、
各

地
域
で
は
敬
老
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
お
年
寄
り
の
方
を
敬
愛

し
、長
寿
を
お
祝
い
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
々
が
築
き
上
げ
て

き
た
社
会
を
大
切
に
し
た
り
、
老
人
福
祉

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

田
原
市
成
人
式

私
立
高
等
学
校
の

授
業
料
を
補
助
し
ま
す

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

９
月
21
日（
金
）〜
30
日（
日
）

９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」

ど
す
ご
い
交
流
会
２
０
０
７
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ー
ト
し
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
と
同
じ
店
舗

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

郵
便
局
株
式
会
社

▼
店
舗
名
＝
田
原
郵
便
局
（
☎
22
局

０
４
５
１
）　

▼
取
扱
業
務
＝
郵
便
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
貯
金
、
保
険
サ
ー
ビ
ス

郵
便
事
業
株
式
会
社

▼
店
舗
名
・
電
話
＝
田
原
支
店
（
☎
22
局

２
６
０
３
）　

▼
取
扱
業
務
＝
郵
便
サ
ー

ビ
ス
（
集
荷
、
配
達
、
再
配
達
）

　

な
お
、
渥
美
郵
便
局
、
赤
羽
根
郵
便
局

の
配
達
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
郵
便
事
業

株
式
会
社
豊
橋
南
支
店
で
の
取
り
扱
い
に

な
り
ま
す
。

▼
田
原
郵
便
局 

☎
22
局
０
４
５
１

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
6
月
15
日
、伊
藤
基
行
さ
ん
（
若
見
町
）

か
ら
、
若
戸
小
学
校
の
教
育
環
境
充
実
の

た
め
金
3
万
円
。

▼
７
月
30
日
、
古
川
敏
治
さ
ん
（
名
古
屋

市
）
か
ら
、
堀
切
小
学
校
の
備
品
充
実
の

た
め
単
柱
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
１
対
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
防
護
マ
ッ
ト
１
組
、
ア
ウ
ト

ド
ア
タ
イ
マ
ー
１
台
、
綱
引
き
ロ
ー
プ
巻

取
器
１
台
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
の
納
期
前
納
付
報
奨

金
制
度
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
で
平

成
20
年
度
以
降
の
口
座
振
替
を
前
納
（
年

税
額
を
一
括
で
納
付
）
か
ら
期
別
（
各
納

期
ご
と
に
納
付
）
へ
変
更
し
た
い
方
は
、

新
た
に
口
座
振
替
の
変
更
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
届
出
先
＝
市
役
所
税
務
課
、
赤
羽
根

支
所
、
渥
美
支
所
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局　

▼
期
限
＝

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
規
追
加
指
定
工
事
店

・
ス
エ
ヒ
ロ
設
備
有
限
会
社

☎（
０
５
３
２
）61
局
２
５
１
９

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

総
務
省
で
は
、国
民
の
ふ
だ
ん
の
就
業
・

不
就
業
な
ど
の
状
態
を
調
べ
る
た
め
、
平

成
19
年
10
月
１
日
現
在
で
「
就
業
構
造
基

本
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
統

計
調
査
員
が
９
月
下
旬
ご
ろ
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
文
書
課

☎
23
局
３
７
２
８　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
郵
便
局
は
民
営
化
に
伴
い
、
10
月

１
日
か
ら
次
の
２
つ
の
会
社
と
し
て
ス
タ

　

田
原
浦
片
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立

認
可
申
請
に
伴
い
、
事
業
計
画
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
10
月
２
日
（
火
）
ま
で
に

県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
９
月
５
日
（
水
）
〜
18
日

（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
は
平
成
20
年

２
月
末
ま
で
、
市
県
民
税
は
平
成
20
年
３

月
末
ま
で　

▼
そ
の
他
＝
手
続
き
の
際
に

は
、
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
振
替

口
座
の
届
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

田
原
郵
便
局
か
ら
の
お
し
ら
せ

納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
を

廃
止
し
ま
す

田
原
浦
片
土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
認
可
申
請
に
伴
う
事
業
計
画

「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に

ご
協
力
を

平成19年７月29日執行
参議院議員通常選挙結果
（候補者氏名・政党等名は届出順・敬称略）

候補者氏名 得票数
平山良平 532

当 鈴木政二 10,957
八田ひろ子 1,909
柘植まさじ 308
荒川厚太郎 80

当 谷岡くにこ 5,929
当 大塚耕平 7,787
山本保 4,754
兵藤高志 206

政党等名 得票数
維新政党・新風 160.000
社会民主党 802.000
公明党 3,199.805
９条ネット 116.000
共生新党 79.000
日本共産党 1,377.159
国民新党 686.857
自由民主党 11,366.320
民主党 12,996.671
新党日本 760.000
女性党 378.179

■選挙区（投票率：63.03%）

■比例代表（投票率：63.03%）

▼選挙管理委員会（総務課内）
☎２３局３５０６
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◉
〜
９
月
30
日
日

田
原
市
博
物
館
企
画
展

没
後
10
年
「
写
実
と
抽
象
の
融
合 

大
場
厚
展
」

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
月
曜
日
休
館

内
容
▼
大
久
保
町
に
生
ま
れ
、
旧
制
成

章
中
学
校
の
美
術
教
諭
、
行
動
美
術

協
会
会
員
・
審
査
員
を
務
め
た
大
場

厚
の
カ
モ
メ
と
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
空

間
「
飛
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
行
動
出

展
作
品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、「
渡
辺
崋
山
と
斎
藤
香
玉
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

観
覧
料
▼
一
般
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

無
料
（
毎
週
土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
９
月
15
日
土
・
16
日
日

田
原
祭
り

６
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
９
月
22
日
土

田
原
城
跡
月
見
会

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
〜

内
容
▼
茶
席
（
茶
券
１
０
０
円
、
大
正

琴
演
奏
）、
投
句
会
（
優
秀
作
に
は
記

念
品
贈
呈
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
９
月
22
日
土
〜
24
日

ペ
ー
パ
ー 

ブ
リ
ッ
ジ（
ボ
ー
ル
紙
で
つ
く
る
橋
）

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
７
in
田
原

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ

し
、
24
日
は
正
午
ま
で
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
夏
休
み
に
小
学
５
年
生
が
ボ
ー

ル
紙
で
作
っ
た
、
ア
イ
デ
ア
と
夢
い

っ
ぱ
い
の
楽
し
い
橋
の
数
々
に
あ
な

た
の
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
土
交
通
省
東
海
幹
線
道
路
調
査
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
８
１
０

◉
10
月
３
日
水

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
貴
方
は
ど
ち
ら
？
「
賢
い
消
費

者
・
美お

味い

し
い
消
費
者
」

受
講
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
6
日
土
〜
14
日
日

蒲
郡
観
光
交
流
ウ
ィ
ー
ク

場
所
▼
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
「
ラ
グ
ナ
シ
ア
」

内
容
▼
こ
の
ペ
ー
ジ
右
上
を
切
り
取
っ
て

期
間
内
に
ラ
グ
ナ
シ
ア
入
場
券
売
場
へ

提
出
す
る
と
、
入
園
券
・
パ
ス
ポ
ー
ト

を
５
割
引
き
に
て
購
入
で
き
ま
す
。

▼
蒲
郡
観
光
交
流
ウ
ィ
ー
ク
連
絡
協
議
会

（
蒲
郡
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

☎（
０
５
３
３
）66
局
１
１
２
０

◉
10
月
６
日
土

法
の
日
記
念
事
業
『
司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
面
接
相
談
』

時
間
▼
午
前
10
時
〜
正
午

月
の
イ
ベ
ン
ト

10

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

9月13日木・10月11日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

9

【各種展覧会】 11月２日（金）～４日（日）／田原文化会館にて
　　　　　　 11月３日（祝）・４日（日）／渥美文化会館・渥美郷土資料館にて
【芸能大会】　 11月３日（祝）・４日（日）／渥美文化会館文化ホールにて
　　　　　　 11月４日（日）／田原文化会館文化ホールにて
【市民茶会】　 11月３日（祝）／池ノ原会館にて
　　　　　　 11月３日（祝）・４日（日）／渥美文化会館ロビーにて
※一般参加（出品・出演）希望者は、10月10日（水）までに田原市文化協会事
務局へお申し込みください。

▼田原市文化協会事務局（田原文化会館内） ☎22局6063

◉田原市文化祭田原市文化祭　　～TAHARA Cultural Festival～～TAHARA Cultural Festival～

祝
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場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
１
・
３

相
談
内
容
▼
登
記
、
民
事
裁
判
、
家
庭
裁

判
所
の
手
続
き
、
遺
言
の
作
成
な
ど

申
込
方
法
▼
当
日
、
会
場
に
て（
先
着
順
）

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
６
６
５

◉
10
月
14
日
日

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
10
時
〜

場
所
▼
蔵
王
山
一
帯

内
容
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ハ
イ
キ

チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの販売となります。

託児サービス（先着10名まで）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

（おやつ代実費）

ン
グ
大
会
、
蔵
王
山
お
茶
会
ほ
か

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
22
日
月

田
原
福
祉
専
門
学
校 

公
開
講
座

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
講
堂

講
師
▼
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
久
子
氏
（
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

内
容
▼
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
期
待
す

る
も
の―

ア
メ
リ
カ
で
の
経
緯
と
現

玉置浩二
コンサートツアー ２００７ ☆惑星☆
待望の全国コンサートツアー！ソロのヒッ
ト曲、安全地帯の名曲など、心に残る楽曲を
お楽しみください。

日 時　10月5日（金） 午後6時15分開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　6,800円
　　　　　※未就学児のご入場は
　　　　　ご遠慮願います。
チケット　渥美文化会館にて発売中！
　　　　　チケットの電話予約も可能です。
問 合 先　渥美文化会館☎33局1000

状
に
学
ぶ―

　

入
場
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
氏
名
・
参

加
人
数
を
明
記
）

そ
の
他
▼
手
話
通
訳
・
託
児
あ
り
／
託

児
は
10
月
10
日（
水
）ま
で
に
要
予
約

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１ 

田
原
町
中
小
路
11

－

１
）

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@
city.tahara.aichi.jp

演劇　僕と彼と娘のいる場所
ドラマ・映画などで活躍中の須藤理彩・石丸謙
二郎・和田聰宏による、本格的な舞台演劇です。

日 時　12月16日（日）
　　　　　午後6時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円
　　　　　高校生以下500円引 （当日500円増）
　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮願います。
前売開始　10月21日（日）午前９時から前売開始
　　　　　※１人５枚まで
　　　　　午前7時30分から整理券配布
販売場所　田原文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

10/5
全席指定

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

12/16
全席指定

サンテパルクたはら が
　リニューアルオープン！

ーアルオープンします。

▼マーケット

▼レストラン
　皆さん、ぜひご来園くださ
い。詳しくは新聞に折り込む
チラシなどをご覧ください。

▼サンテパルクたはら ☎25局1234　 25局1235

9/29土
から

▲須藤理彩 ▲石丸謙二郎 ▲和田聰宏
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訪問日

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

 9/ 6［木］・ 9/20[木]

 9/11[火]

 9/11[火]

 9/ 7[金]・ 9/21[金]

 9/ 5［水］・ 9/19[水]

 9/ 4[火]

 9/ 7[金]・ 9/21[金]

 9/ 5［水］・ 9/19[水]

 9/13［木］・ 9/27[木]

 9/13[木]・ 9/27[木]

 9/12[水]・ 9/26[水]

 9/12[水]・ 9/26[水]

 9/12［水］・ 9/26[水]

 9/12［水］・ 9/26[水]

 9/ 6［木］・ 9/20[木]

 9/ 6［木］・ 9/20[木]

 9/11[火]・ 9/28[火]

 9/11[火]・ 9/28[火]

 9/ 5［水］・ 9/19[水]

 9/ 5［水］・ 9/19[水]

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程● 9月

図書館休館日

９月

10月

ステーション 訪問時間

中央図書館
523局4946（よくよむ） ／　 tosho@city.tahara.aichi.jp

22日［月］・29日［月］
１日［月］～５日［金］・９日［火］・12日［金］・15日[月]

３日［月］・10日［月］・14日［金］・18日［火］・25日［火］
一般展示コーナー◎9月
「古典に親しむ」 （9月15日［土］～10月11日［木］）
長い年月を経て、今なお多くの人に愛され続けている名作の
数々。ずっと気になっていた１冊、もう一度読み返したい１冊
を探してみませんか。
こどもしつ展示コーナー◎9月こどもしつ展示コーナー◎9月
「おいしい秋　いただきます」「おいしい秋　いただきます」  （（～10月11日［木］）
実りの秋です。心に、おなかにおいしい本、召し上がれ。実りの秋です。心に、おなかにおいしい本、召し上がれ。

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／9月16日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／10月6日（土）　15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／9月12日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／9月はお休みです

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／9月16日（日）　13:30～
　　　10月6日（土）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

田
原
市
図
書
館
は
、
合
併
に
よ
る

３
館
（
中
央
図
書
館
・
赤
羽
根

図
書
館
・
渥
美
図
書
館
）
で
の
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
見
直
し
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
技
術
の
進
歩
で
追
い
つ
か
な
く
な

っ
て
き
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
た
め
、
10
月
１
日
（
月
）

か
ら
５
日
（
金
）
ま
で
を
休
館
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
事
前
作
業
な
ど
に
伴

い
、
９
月
後
半
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
蔵
書
検
索
な
ど

が
多
少
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
中
央
図
書
館

へ
の
自
動
貸
出
機
の
導
入
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
、
自
動

電
話
応
答
機
能
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
機
器
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
職
員
対
応
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
田
原

市
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出 
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〝
食
欲
の
秋
〞〜
健
康
的
な
食
生
活
に
〜

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

　

―

健
康
の
た
め
に
は
食
事
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
切
！―

 　

と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
を
紹
介
し
ま
す
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、『
何

を
』『
ど
れ
だ
け
』
食
べ
る

と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
の
か

を
、
料
理
の
組
み
合
わ
せ
で
判
断
す

る
も
の
で
す
。
全
体
が
「
コ
マ
」
の

形
で
表
現
さ
れ
、
本
体
は
１
日
の
食

事
の
内
容
を
、
軸
は
必
要
な
水
分
を
、

コ
マ
の
回
転
は
、
適
度
な
運
動
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

コ
マ
の
本
体
は
５
つ
の
料
理
に
分

け
ら
れ
て
い
て
、
上
か
ら
主
食
、
副

菜
、
主
菜
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
果
物

と
、
多
く
取
り
た
い
順
に
並
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
お
菓
子
や
ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
は
楽
し
み
と
し
て
適
度
に
摂

取
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
マ
を
回
す

ヒ
モ
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
マ
は
、
バ
ラ
ン
ス
（
食
事
）

と
回
転
（
運
動
）
に
よ
っ
て
安

定
し
ま
す
。
偏
っ
た
食
事
で
は
、

コ
マ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し

ま
う
…　
　

す
な
わ
ち
、
健
康

が
保
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

と
適
度
な
運
動
を
心
が
け
、
コ

マ
を
正
し
く
回
転
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

10月25日（木）　午前10時～11時30分

10月26日（金）　午前９時30分～10時30分

10月１日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

10月12日（金）　午前９時30分～10時30分 田原福祉センター

赤羽根福祉センター
身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

● 休日当直医
月日 電話番号当直医

９月30日（日）

10月８日（祝）

10月14日（日）

10月７日（日）

5 2 3局 0 2 3 2
5 2 2局 2 7 1 0
5 3 2局 1 5 1 5
5 2 5局 1 1 3 9
5 2 3局 2 3 0 2
5 3 7局 0 0 0 1
5 3 2局 0 3 6 1
5 2 9局 2 5 0 0
5 3 3局 0 3 1 3
5 4 5局 2 1 2 3
5 2 2局 6 1 3 3
5 2 4局 4 1 0 0
5 2 9局 1 1 1 2
5 4 5局 2 1 4 5
5 2 4局 0 0 8 0

宮木内科
まち眼科
藤岡医院
小原歯科医院
第２国見医院
岡田医院
渡辺歯科医院
ふれあいばし診療所
丸山医院
藤井歯科医院
河合医院
山本耳鼻咽喉科
杉の森皮ふ科クリニック
赤羽根医院
かわい歯科

９月17日（祝）

９月23日（日）

９月24日（祝）

９月16日（日）
5 2 2局 0 7 5 6
5 4 5局 2 2 0 3
5 3 5局 6 1 0 4
5 2 3局 3 9 4 6
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 3局 1 6 2 6
5 2 3局 1 3 1 6
5 3 3局 0 1 6 2
5 3 3局 1 1 3 9
5 2 2局 0 2 2 7
5 4 5局 2 5 1 6
5 3 3局 1 1 8 4

國見医院
山本医院
藤岡歯科医院
北山クリニック
昭和医院
田原歯科クリニック
富永医院
朽名医院
青木歯科クリニック
永井医院
渡会医院
さんくろう歯科クリニック

月日 電話番号当直医

田原福祉センター

妊娠中の方とその夫（予約制）
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

パパママスクール
（クッキングコース） 10月16日（火）　午前９時50分～10時

あつみライフランド

妊娠中の方（予約制）
貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会

パパママスクール
（育児体験コース） 10月19日（金）　午前８時50分～９時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話、歯の話離乳食教室

10月10日（水）　午前９時50分～10時

10月15日（月）　午前９時50分～10時

診療時間　医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午
夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院　5 22局2131
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【
応
募
資
格
】

・
家
庭
の
部
／
田
原
市
内
に
在
住
の
家
族

・
事
業
所
の
部
／
田
原
市
内
に
あ
る
会

社
、
工
場
、
店
舗
、
農
業
な
ど
の
事

業
所

【
応
募
方
法
】

各
公
共
施
設
に
あ
る
応
募
用
紙
（
田
原

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】

　

11
月
９
日
（
金
）

【
賞
】

　

商
品
券
５
０
０
０
円
相
当

【
そ
の
他
】

　

優
秀
な
取
り
組
み
に
は
認
定
証
を
贈
呈

【
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
４
４
１

－

３
４
９
２

田
原
市
役
所　

エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

未
来
に
き
れ
い
な
地
球
を
残
す
た

め
、
温
暖
化
対
策
は
今
す
ぐ
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。日
本
で
は
、

温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
５
０
年
度
ま

で
に
半
減
さ
せ
る
と
い
う
取
り
組
み
の
中

で
、
国
民
に
１
人
１
日
１
㎏
（
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
１
０
０
個
分
）
の
二
酸
化
炭
素
削

減
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
地
球
を
守
る

た
め
に
、
私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
省
エ
ネ
の
工
夫
と
実
践
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
実
践
自
慢

　

田
原
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
行
っ
て
い
る
省
エ
ネ
活
動
の
内

容
を
募
集
し
ま
す
。
ご
家
庭
や
事
業
所
で

行
っ
て
い
る
省
エ
ネ
の
知
恵
と
工
夫
、
そ

の
効
果
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
多
く
の

方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

17

毎
月
１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

　

車
で
の
外
出
は
控
え
て
、徒
歩
や
自
転

車
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

募
集
中
！

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は11月を予定）

放送日 内　容

 ～ 9/5 わくわくキャンプ「テントに寝て冒険しよう！」
三河港子どもクルーズ2007

9/6～ 19 田原市総合防災訓練
親子自然観察会「海辺の植物を観察してみよう」

9/20～ 10/3 トライアスロン伊良湖大会
田原祭り

加入補助をしています

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
災害に備えて、家庭でも水を蓄えましょう。

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

8/20現在
78.7％

■市内４河川の水質調査結果
河川の水質がよくなってきています。
河川からお礼の言葉が聞こえてきそうですね！

汐川
蜆川
今池川
天白川

12月

5/1 5/10 5/20 6/1 6/10 6/20 7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月
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◉昆山市の看護師さん、田原市で奮闘中！
　８月３日に昆山市から来日した２人の
看護師さんが、田原市の福祉施設や渥美病
院で研修を受けています。
　昆山市からの看護師研修の受け入れは、
昨年に引き続き２回目。２人は10月５日ま
での約10週間、日本の福祉や看護技術を学
びます。

◉田原市に住む中国人
　田原市には現在、1,000名を超す外国人が住んでいます
が、その約半数が農業研修生として来日した中国の方た
ちです。田原市では、このような方たちを対象に「防災講
習会」を開催したり、ごみカレンダーなど各種印刷物の
「中国語版」を作成したりするなど、安心して生活しても
らえるよう取り組んでいます。

［平成５年５月14日 友好都市提携］
中国・上海市から北西に約50km、人口約65万人の都市・昆山市。台湾企業や日本企業をはじめとする多く
の外国企業が進出している大都市で、実際に居住する人口は120万人とも言われています。
田原市との交流は平成5年から。旧赤羽根町と昆山市が友好都市提携を結んだことを皮切りに、中学生や
行政関係者の相互派遣などを通じて、交流を深めてきました。現在は看護師交流を行っているほか、９月
には田原市の中学生が昆山市を訪問する予定です。

　

昆
山
市
の
看
護
師
さ
ん
や
、田

原
市
に
多
く
住
む
中
国
の
方
た
ち

に
出
会
っ
た
と
き
、も
し
あ
い
さ
つ

が
で
き
た
ら
気
持
ち
い
い
で
す
よ

ね
！ 

こ
こ
で
は
、中
国
で
の
代
表

的
な
あ
い
さ
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
あ
、覚
え
た

中
国
語
で
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　55２３２３局局３５０７３５０７

友好都市 中国・昆山市との交流

　

　
「昆山市には日本企業も多いの
で、私たちの病院にもたくさん
の日本人が来ます。来院する日
本人にも安心して治療を受けて
もらえるよう、看護技術や日本
の文化などを習得したいです。」
と意気込む２人。

話して
みよう

！
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簡
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な
あ
い
さ
つ
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田
原
市
認
定
農
業
者

　
　
　

連
絡
会
通
常
総
会

　

昨
年
度
設
立
さ
れ
た「
認
定
農
業
者
連

絡
会
」の
通
常
総
会
が
６
月
28
日（
木
）、田

原
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
を
含
め

約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
18
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
や
平
成
19
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
の
ほ
か
、
会
費
の
賦
課
徴
収
方

法
に
つ
い
て
な
ど
、
５
つ
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
は
連
絡
会
設

立
の
年
度
で
も
あ
り
、
会
長
以
下
会
員
の

皆
さ
ん
は
、
何
か
と
多
く
の
苦
労
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、
２
年
目
の
今
年
度

は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
、
田
原
市
長

に
よ
る
「
日
本
の
農
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
を
め
ざ
し
て
」と
題
し
た
講
演
会
で
は
、

農
業
先
進
地
と
し
て
の
認
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に

　
　
　
　
　

新
た
な
取
り
扱
い

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
基
づ
く
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
制
度
」
に
は
、
農
地

の
売
買
・
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
現
在
も
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
、
売
買
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
農
地
も

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
新
し
い
対
象
農
地
》
…
農
業
用
施
設
（
畜

舎
な
ど
）
を
建
て
る
目
的
で
取
得
す
る

農
地
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

❶
買
い
手
は
、
面
積
要
件
の
ほ
か
、
最
低

飼
育
頭（
羽
）数
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

❷
農
業
振
興
地
域
内
の「
農
用
地
」で
あ
る

場
合
は
、「
農
業
施
設
用
地
」に
変
更
す

る
こ
と

❸
農
地
法
５
条
と
同
等
の
書
類
を
提
出
す

る
こ
と

❹
建
築
確
認
な
ど
、
ほ
か
の
許
可
事
項
と

整
合
す
る
こ
と

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
地
域

の
農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
集
積
促
進

員
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
族
経
営
協
定
書
の
締
結
を

　

農
業
は
家
族
経
営
が
中
心
で
、
構
成
員

の
家
族
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
の
役
割
は
、

口
約
束
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、
暗
黙
の
了

解
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
を
魅
力
あ

る
職
業
と
し
て
確
立
さ
せ
た
り
、
男
女
を

問
わ
ず
、
意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
家
族
内
で
の
役

割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
意
欲
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
役
立
つ

の
が
「
家
族
経
営
協
定
」
で
す
。
こ
の
協

定
は
、
家
族
間
で
の
役
割
分
担
や
就
業
条

件
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
協
議
し
、
文
書

に
し
て
取
り
決
め
を
行
う
も
の
で
す
。

　

家
族
経
営
協
定
締
結
者
に
は
、
認
定
農

業
者
制
度
や
農
業
者
年
金
な
ど
に
も
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。
魅
力
あ
る
農
業
の
創

出
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
締
結
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
渥

美
農
業
改
良
普
及
課
が
推
進
し
、
農
業
委

員
会
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

▼
渥
美
農
業
改
良
普
及
課

☎
22
局
０
３
８
１

新
し
い
農
業
者
年
金
で
豊
か
な
老
後
を

●
幅
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
な
ら
、
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農

業
者
、
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族
従

事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

平成19年9月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │

平成19年9月1日
田原市農業委員会

523局3519／FAX22局3817
11

http://www.city.tahara.aichi.jp/section/noui/



●
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

　

積
立
方
式
な
の
で
、
加
入
者
・
受
給
者

の
数
に
影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
自
由
に
設
定
・
変
更
で
き
る
保
険
料

　

保
険
料
は
経
営
状
況
や
老
後
の
生

活
設
計
に
よ
り
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
０
０
０
円
ま
で
自
由
に
選
択
で

き
、
変
更
も
で
き
ま
す
。

●
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
終
身
年
金

　

年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま
す
。
仮
に
受

給
者
が
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場
合
、
80
歳

ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
だ
っ
た
額
が
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま

す
。

●
大
き
な
節
税
効
果

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
国
か
ら
助
成

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
は
、
保
険

料
２
万
円
の
う
ち
最
大
１
万
円
が
国
か
ら

助
成
さ
れ
ま
す
。

農
地
改
良
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

●
農
地
改
良
と
は
？

　

所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
の
意
思
に
よ

り
、
耕
作
に
適
す
る
土
で
農
地
を
埋
め

立
て
、
盛
り
土
を
し
た
り
、
土
壌
を
掘

削（
原
則
と
し
て
地
表
か
ら
60
㎝
以
内
）し

て
、
た
い
肥
な
ど
を
投
入
し
た
り
す
る
こ

と
で
す
。（
た
い
肥
の
施
用
に
つ
い
て
は

基
準
を
守
り
、
土
壌
診
断
結
果
と
資
材
の

特
性
に
応
じ
て
施
用
量
・
施
肥
量
を
調
整

し
て
く
だ
さ
い
。
過
剰
施
用
は
避
け
ま
し

ょ
う
。）

●
農
地
改
良
に
使
用
で
き
る
土
等
と
は
？

　

山
土
等
耕
作
に
適
す
る
土（
農
産
物
の

栽
培
に
適
す
る
土
）や
、
環
境
汚
染
が
無

く
、
作
物
の
生
育
を
助
長
す
る
た
い
肥
な

ど
。

●
手
続
き

　

農
地
改
良
工
事
に
か
か
る
前
に
、
必
ず

「
農
地
改
良
届
」（
工
事
期
間
は
３
か
月
以

内
）と「
農
地
等
整
備
工
事
に
関
す
る
誓
約

書
等
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。「
農
地
改

良
届
」
は
農
業
委
員
会
へ
、「
農
地
等
整

備
工
事
に
関
す
る
誓
約
書
等
」は
土
地
改

良
区
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
農
地
改
良
届
」提
出
の
際
に

は
、
土
地
改
良
区
、
地
元
農
業
委
員
も
し

く
は
利
用
集
積
促
進
員
の
確
認
印
が
必
要

で
す
。

●「
農
地
改
良
届
」な
ど
の
用
紙

　

用
紙
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　
　

〜
遊
休
農
地
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
〜

　

市
内
各
地
に
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
の

遊
休
農
地
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
田
原
市

内
で
の
遊
休
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
毎
年
「
遊
休
農
地
実
態
調
査
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

　

い
っ
た
ん
遊
休
化
し
た
農
地
を
再
度
耕

作
可
能
に
復
元
す
る
た
め
に
は
、
多
大
な

費
用
と
労
力
を
要
し
ま
す
。
作
物
を
栽
培

し
な
い
場
合
は
管
理
耕
作
を
す
る
な
ど
、

農
地
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
も
重
点
解
消
地
区
を
定
め
、
農

政
課
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
、
土
地
改
良

区
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

◉
耕
起
月
間
に
ご
協
力
を

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
発
生
防

止
の
た
め
、
田
植
え
前
の
４
月
、
病
害
虫

発
生
前
の
７
月
、
雑
草
の
種
が
飛
散
す
る

10
月
を「
耕
起
月
間
」と
定
め
、
特
に
こ
の

時
期
に
お
け
る
農
地
の
適
正
管
理
の
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

特
定
法
人
貸
し
付
け
事
業

　

田
原
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
株
式
会
社
な

ど
の
企
業
が
農
地
を
取
得
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
地
域
活
性

化
と
農
地
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
借

地
方
式
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

《
企
業
参
入
の
要
件
》

・
企
業
の
構
成
員
に
常
時
農
業
に
従
事
す

る
人
が
１
名
以
上
い
る
こ
と

・
借
り
ら
れ
る
農
地
は
、
耕
作
放
棄
地
ま

た
は
耕
作
放
棄
地
に
な
り
そ
う
な
農
地

・
田
原
市
と
参
入
区
域
の
確
認
が
必
要

・
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
、
田
原
市
と
の
協
定
締
結
が

必
要

・
農
業
を
行
う
農
地
に
つ
い
て
、
農
業
委

員
会
の
許
可
等
権
利
設
定
が
必
要

年度
地域

H16 H17 H18

田　原 181 165 134

赤羽根 89 78 76

渥　美 ― 274 263

合　計 ― 517 473

●遊休農地実態調査結果（単位：ｈ
ヘクタール

ａ）

農業委員会事務局

事務室移転のおしらせ事務室移転のおしらせ

　旧庁舎（現北
庁舎）１階の東
側にありました
事務室が、同じく北庁舎の２階
西側に移転しました。お越しの
際にはご注意ください。　
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台
風
②
　

台
風
に
よ
る
雨
と
風

防
災
ま
め
知
識

　

今
回
は
、
台
風
に
よ
る
雨
と
風
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

◉
台
風
に
よ
る
雨

　

中
心（
台
風
の
目
）の
周
り
を
積
乱
雲

（
入
道
雲
）が
壁
の
よ
う
に
取
り
巻
い
て

い
る
台
風
。
雲
の
下
で
は
、
激
し
い
雨

が
連
続
的
に
降
り
ま
す
。
ま
た
、
雲
の

外
側
に
は
帯
状
の
降
雨
帯
が
あ
り
、
強

い
雨
が
降
り
ま
す
。
と
き
に
は
竜
巻
や

突
風
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

温
か
く
湿
っ
た
空
気
が
台
風
に
向
か

っ
て
南
の
海
上
か
ら
流
れ
込
む
た
め
、

前
線
が
停
滞
し
て
い
る
と
、
そ
の
湿

っ
た
空
気
が
前
線
の
活
動
を
活
発
化
さ

せ
、
大
雨
に
な
り
ま
す
。
台
風
が
も
た

ら
す
雨
は
、台
風
に
よ
る
雨
の
ほ
か
に
、

前
線
に
よ
っ
て
降
る
雨
が
あ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◉
台
風
に
よ
る
風

　

台
風
は
、
巨
大
な
空
気
の
渦
巻
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
上
付
近
で
は
、
上

か
ら
見
て
半
時
計
周
り
に
強
い
風
が
吹

き
込
み
ま
す
。「
台
風
の
目
」
付
近
は
比

較
的
風
が
弱
い
領
域
で
す
が
、
そ
の
周
辺

は
最
も
風
が
強
い
領
域
と
な
り
ま
す
。
あ

る
地
点
の
真
上
を
台
風
の
中
心
が
通
過
す

る
場
合
、
台
風
が
接
近
す
る
と
、
風
が
だ

ん
だ
ん
強
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
「
台
風

の
目
」
に
入
る
と
風
は
急
に
弱
く
な
り
、

時
に
は
青
空
が
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、「
台
風
の
目
」
が
通
過
し

た
後
、
今
度
は
反
対
向
き
の
強
い
風
が
吹

き
返
し
ま
す
。「
台
風
の
目
」
に
入
っ
た

場
合
の
平
穏
は
つ
か
の
間
な
の
で
、
安
心

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◉
気
象
情
報
で
被
害
を
小
さ
く
！

　

台
風
は
突
然
起
き
る
地
震
と
は
違
い
、

正
確
な
情
報
を
集
め
る
こ
と
で
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
雨
が
強
い
な
」「
風
が

強
い
な
」と
感
じ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

を
つ
け
、
気
象
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　523局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

３日（月）、10日（月）、18日（火）、25日（火）
※17日（月）は西部児童館のみ

９ 月のお休み

・工
こう

作
さく

ランド
 『かわいい小

こ

物
もの

入
い

れ』
開催期間●９月４日（火）～30日（日）

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●９月20日（木）
幼児向け▶午前10時30分～幼児向け▶午前10時30分～

・９月のチャレンジ

▼くるくるスキップ

・映
えい

画
が

会
かい

※
日時●９月17日（月） 
　　　午後１時30分～

※は児童センターのみ開催

田原児童センター　523局4761

西部児童館　　　　525局0211

30件（154件）

33人（181人）

0人（3人）

151件（890件）

5件（37件）

201件（1201件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

9件（56件）

12件（64件）

9件（74件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

５時を過ぎたらライトを点灯しよう

7月
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●小中山保育園
小川真奈  ちゃん（6歳）

【評】特大カレー完成！！親子3人で一つのお皿を囲んでい
るところが、ほほ笑ましいですね。

【評】大好きなドラゴンボール★憧れているだけあって、
力強く、かっこ良く描けましたね。

●小中山保育園
樋口玲音  くん（5歳）

●亀山小学校2年
井本汐音  さん

●亀山小学校6年
本田通崇  くん

かいしょく よ

とくだい かんせい

さんかんほ いく

おやこ にん さらひと かこ

え

おお

だい す あこが

ちからづよ よ えが

いちばん

ひょう ひょう

水中じゃんけんをしている
様子を、顔の表情や体の動き
をよく見て描けました。一生
懸命さが伝わってきます。

みんなの前で真剣にスピー
チしたときの、顔の細かい特
徴を良くつかんで描けてい
ます。

小野
 宏子
 先生
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広
報
た
は
ら
を
読
ま
れ
た
方
か
ら
、
泉

校
区
の
「
雨
乞
山
」「
鸚
鵡
石
」
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
方
に
は

よ
く
知
ら
れ
た
伝
説
、
地
名
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
実
は
、
山
田
町
の
泉
福
寺
か
ら
雨

乞
山
、
そ
し
て
伊
川
津
町
の
椛な

ぐ
さ

周
辺
に
つ

い
て
は
、
地
形
、
自
然
環
境
の
ほ
か
、
独

特
の
歴
史
的
遺
産
が
あ
る
地
域
な
の
で
、

か
ね
て
か
ら
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
２
回
に
分
け
て
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
視
点
か
ら
、
こ
の
周
囲
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　

雨
乞
山
は
、
石
神
町
の
西
に
あ
る
標

高
２
３
７
ｍ
の
山
で
す
。
尾
根
伝
い
に
西

に
進
む
と
、
そ
の
南
に
は
渥
美
半
島
の
名め

い

刹さ
つ

・
泉
福
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
雨
乞
山

か
ら
泉
福
寺
に
至
る
尾
根
は
、
ウ
バ
メ
ガ

シ
（
別
名
イ
マ
メ
・
ど
ん
ぐ
り
）
に
覆
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
間
か
ら
渥
美
半
島
の
骨

格
を
形
成
す
る
「
チ
ャ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ

る
岩
の
塊
が
ご
つ
ご
つ
と
の
ぞ
く
様
が
、

こ
の
地
方
独
特
の
景
観
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
山
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
「
雨
乞
い
」
に
か
か
わ
る
も
の
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。
こ
の
山
に

あ
る
雨
乞
神
社
の
御
神
体
は
、
長
さ
20
㎝

ほ
ど
の
石せ

っ

剣け
ん

で
す
。
か
な
り
古
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

鸚
鵡
石
は
、
伊
川
津
町
椛
の
谷
の
最
も

奥
に
位
置
し
た
、
大
き
さ
15
ｍ
に
も
及
ぶ

チ
ャ
ー
ト
の
巨
石
で
す
。
こ
の
鸚
鵡
石
に

は
悲
し
い
お
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
渥
美
半
島
を
治
め
た
渥
美

重
国
が
、
山
中
で
桜
の
花
を
折
ろ
う
と
す

る
美
し
い
娘
を
見
初
め
、
妻
と
し
、
生
ま

れ
た
女
児
に
「
玉
栄
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
盗
賊
が
館
に
押
し
入
り
、
妻

は
子
を
守
ろ
う
と
抵
抗
す
る
う
ち
、
自
ら

の
正
体
、
大
蛇
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
姿
を
重
国
に
見
ら
れ
た
妻
は
、
亀
山
町

の
豊
島
池
に
移
り
、
池
の
主
と
な
り
ま
し

た
。

　

玉
栄
は
、
大
蛇
の
子
で
あ
る
と
い
う
噂

の
た
め
、
想
う
男
性
と
結
ば
れ
る
こ
と
も

で
き
ず
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
椛
の
山
中
の

大
岩
に
登
り
、
母
の
形
見
の
横
笛
で
の
ど

を
突
い
て
命
を
絶
っ
た
そ
う
で
す
。以
来
、

こ
の
岩
の
前
で
歌
っ
た
り
、
声
を
出
し
た

り
す
る
と
、
鸚
鵡
返
し
の
よ
う
に
反
響
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
思

議
な
こ
と
に
、
笛
の
音
だ
け
は
反
響
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
お
話
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説

が
あ
り
ま
す
が
、
重
国
の
妻
が
大
蛇
だ
っ

た
こ
と
、
そ
の
た
め
、
そ
の
娘
が
男
性
と

一
緒
に
な
れ
な
い
こ
と
を
悲
し
み
、
大
岩

で
笛
と
と
も
に
命
を
絶
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
の
大
岩
に
人
の
声
が
反
響
す
る
こ

と
な
ど
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

渥
美
半
島
の
伝
説
と
し
て
、
こ
の
鸚
鵡

石
の
伝
説
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
巨
石
に
ま
つ
わ
る
伝
説
で
あ
る

こ
と
、
こ
の
椛
の
谷
に
あ
る
こ
と
…

そ
の
理
由
は
次
号
で
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

（
増
山
）

▼
文
化
財
課
☎
23
局
３
５
３
１

●鸚鵡石

渥
美
半
島
の
霊
地 

1

〜
雨あ

ま

乞ご
い

山
・
鸚お

う

鵡む

石せ
き

の
こ
と
〜

●鸚鵡石の伝説（松浦邦治 画）

●雨乞山
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Citizen's
Plaza

中
山
町
で
、マ
オ
ラ
ン（
ユ
リ
科
：

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
原
産
）

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。そ
の
草
姿
の
美

し
さ
に
興
味
を
持
っ
た
荒
木
松
生
さ
ん

（
中
山
町
）が
、約
40
年
前
か
ら
自
宅
裏

の
畑
で
栽
培
。今
年
の
６
月
23
日
、初
め

て
花
を
咲
か
せ
た
そ
う
で
す
。

田
原
市
の
中
学
生
３
名
が
、『
全
日

本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
』に
出
場
し
ま
し
た
。

【
選
手
名
・
出
場
種
目
】

9

国民健康保険税
（第３期分）

月10月1日

下水道事業受益者負担金
（第２期分）

農業集落排水事業分担金
（第２期分）

納
期
限

の

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

８
月
５
日
、
堀
切
地
区
で
津
波
○
○

○
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

２　
「
ベ
ン
ケ
イ
○
○
」「
サ
ト
ウ
○
○
」

は
、
貝
輪
素
材
と
し
て
最
適
で
す
。

３　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
こ
れ
は
、

大
正
12
年
９
月
１
日
に
起
こ
っ
た
関
東

○
○
○
○
○
○
を
教
訓
に
し
、
防
災
意

識
を
高
め
よ
う
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

４　

食
事
○
○
○
○
ガ
イ
ド
は
、『
何
を
』

『
ど
れ
だ
け
』
食
べ
る
と
栄
養
の
○
○
○

○
が
と
れ
る
の
か
を
、
料
理
の
組
み
合

わ
せ
で
判
断
す
る
も
の
で
す
。

５　

田
原
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

飾
る
の
は
、
打
ち
上
げ
○
○
○
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
９
月
20
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
８
月
号
の
答
え
】
カ
ク
メ
ロ 

（
応
募
総
数
29
通
中
、正
解
29
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

▼

大会前に市長を訪れた３選手
写真左から市長、澤さん、西澤さん、近並さん

澤
克
哉
さ
ん（
田
原
中
３
年
）　

８
０
０
Ｍ

メ
ー
ト
ル

西
澤
翔
さ
ん（
田
原
中
３
年
）　

１
１
０
Ｍ

メ
ー
ト
ルハ
ー
ド
ル

近
並
郷
さ
ん（
泉
中
３
年
）　　

３
０
０
０
Ｍ

メ
ー
ト
ル

▼ ▼

原産地では、葉か
ら繊維を採るために
広く栽培されている
そうです。日本では、
葉が生け花用やアレ
ンジメント素材とし
て利用されています。

撮
影
者
：
三
竹
行
夫
さ
ん（
中
山
町
）

市
民
の
広
場
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
の

投
稿
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
て
先

〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）　

田
原
市
役
所

「
広
報
た
は
ら
」ま
で

　

koho@
city.tahara.aichi.jp
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N
o.612 平

成
19
年
9
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
文
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，７３５人　総人口

３３，７７１人　男性

３２，９６４人　女性

２１，０１５世帯世帯数

３９人出生 ３９人死亡

１８５人転入 １３８人転出

＋４７人増減 ※増減は7月中です

■人口と世帯数

■行政面積

（平成19年８月１日現在）

古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。
古紙配合率100%の
再生紙を使用しています。

竜
りゅう

宮
ぐう

 ［越戸町］
　越戸の港、堤防の先端からほど近い沖
に、ひときわとがった岩が頭をのぞかせ
ています。その岩は、昔から地元の人々に
「竜宮」と呼ばれてきました。
　竜宮のすそには、大人がちょうど入れ
るほどの井戸が掘りぬかれています。この
井戸、現在は海面下にあるため確認でき
ませんが、かつて海面が低かったころ、人々はこの井戸から塩水を
くみ、塩を作っていたといわれています。
　さて、この越戸の海の岩。どうして「竜宮」と呼ばれるようになっ
たのでしょうか？ 海の際に立つちょっと神秘的な風ぼうが、かつて
の人々 に「竜宮城」をイメージさせたのかもしれませんね。

　四季折々の変化が楽しめる樹木が多く
とり入れられ、自然観察や森林レクリエー
ションにはもってこいの「渥美の森」。し
かし、特筆すべきは、何といっても魅力満
載の展望台でしょう。
　この展望台からは、昼夜を問わず、さま
ざまな“キラリ”を楽しむことができます。
太平洋から三河湾まで３６０度見渡せる絶景、水平線から昇る朝
日、闇夜を照らす電照風景…。タカの渡りの鑑賞スポットとしても
有名です。展望台へは、渥美運動公園から続く登山道がおすすめ。
大自然を満喫しながら、展望台を目指しましょう。

若戸小
●

あ
つ
み
大
山
ト
ン
ネ
ル

若見若見

42

渥
あつ

美
み

の森
もり

 ［小塩津町］

渥美運動公園 ●

●
伊良湖岬中

小塩津池

西原西原
保美保美

高田高田

259

市
内
で
は
、地
域

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
な
ど
、自

主
的
な
防
犯
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
皆
さ
ん
方
の
活

動
が
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。「
み
ん

な
の
地
域
は 

み
ん
な
で
守
る
」。日

ご
ろ
か
ら
、近
所
同
士
で
互
い
に
声

を
か
け
合
い
、防
犯
意
識
の
高
い
地

域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
▼
今「
グ

ラ
ッ
」と
い
う
大
規
模
な
揺
れ
が
き

た
ら
、皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
は
で
き
て

い
ま
す
か
。各
地
区
で
こ
こ
数
年
、大

き
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。地
震
や
洪

水
な
ど
の
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。９
月
は
防
災
月

間
で
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、自

分
を
守
り
、家
族
を
守
り
、地
域
を
守

る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
考

え
、あ
ら
た
め
て
身
の
周
り
の
災
害

に
対
す
る
備
え
を
見
直
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。（
Ｍ
Ｒ
）


